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社会福祉法人みのり福祉会 

令和７年 12 月 3 日発行 
12・1 月号 

内部向け情報誌 

 

あおぞらいちば（NHKの TVをみました） 

 

2025年 11月 12日 20時から放送された NHK フロンティアの「限りあるから命は輝く」という特集で、人の

命を細胞学の視点から考察する番組を見ました。 

番組によると、人（人体）の始まりは、受精によって生じるたった一つの「受精卵」という単一細胞です。この細胞

が分裂を繰り返し、多種多様な細胞へと別れて人の体を形作っていくそうです。 

この過程は「分化」と言われ、最初はあらゆる細胞になり得る多能性を持つ細胞が、分裂を重ねるにつれて専門性

を持つ細胞へと常に一方通行で分化していく、という仕組みが説明されていました。 

分化が進むと、例えば指をつくる細胞は指の細胞へ、眼をつくる細胞は眼の細胞へというように、決められた方

向にしか変化できなくなり、やがて数兆個もの専門的な細胞が集まることで「人間」としての体が形作られていくそ

うです。 

また、細胞が働くためのエネルギー源として「ミトコンドリア」という細胞によって生み出されるエネルギーをもと

に各細胞が機能し、全身が連携・連絡しながら成長していく、ということも紹介されていました。 

この番組を見ながら、私が考えていたことは仕事のことでした。 

 

「仕事を含めた人生の単純さ」と、「人が行う単一的な行動の積み重ね」が仕事となり、結果として社会を形成して

いるのではないか、という気づきがありました。 

この考え方を、「私たちが行う福祉」に置き換えてみましょう。 

発達に遅れがある方々、障がいのある方々、生活上困難を抱える方々、それぞれの方が抱える「課題」は、受け取

り方や関わりによって多様に変化します。 

「気持ちの持ちようです」「医療受診が必要では」「この支援があれば問題は軽減する」「あなたの変化で私は変わ

る」「変われない私がいけない」等々、その背景を理解し適切に受け取めるには、支援者の専門性と経験が不可欠で

す。 

いかようにも変化しうる課題（この先分化する細胞）の本質に寄り添い、専門性を持つ関係者(細胞)と連携・協働

しながら、感情を含めた課題を解決に導いていき、成長(生きる力)を育んでいく。その積み重ねが「人(社会)」を創

り上げていく。 

このように置き換えて考えてみると、人間が作り上げてきた仕事や社会の法則は、人間を形作る細胞学の法則と

驚くほど一致していることに気づきました。 

「とても単純で普遍的な仕組み」という気づきが得られたことは大きな感動でした。 

 

 

理事長 坂本光雄 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

みのり祭～30周年記念祭～ 

11月 8日にみのり祭が無事に開催されました。コロナ明けのお祭りでも印象的でしたが、みのり利用者

さんのご家族同士の和気あいあいとした会話風景が今回も印象的でした。コミュニティという役割もあ

り、利用者さんも楽しめていて良かったと運営一同感じております。今回は地域企業さんの初の協賛や

毎年ご応募頂けるボランティアさんからもご協力を頂け、30周年記念という特別な雰囲気のお祭りに

もできたと思います。 

 

 

12/５（金）～12/6（土） well-being※みのり出店（金) 

12/25（木） クリスマス会 

12/27（土）～ 1/4（日）冬季休暇 

1２月・1月 
の 予 定 

 

皆様のご協力のおかげで安定した回収量を維

持できています。年末年始にご自宅ででたア

ルミ缶、ぜひお持ちください！回収にも伺い

ますのでお気軽にご連絡ください。 

（アルミ缶担当：平井・新居） 

【アルミ缶情報！！】 

【アルミ缶情報】 

令和７年度現在までの回収量は 

1,111 ㎏です。 

皆さまご協力ありがとうございます。 

現在日中活動として週 4～5 回のプレス

作業を行っています。 

 

光の園 交流実習 

みのりから 2名（今回は池内、古家野）、光の園から 1名の職員が参加し、双方の施設で体験実習を行いました。 

今回の実習は、みのりという限られた視野にとどまらず、他施設の取り組みや考え方を知ることを目的としてい

ます。 

他施設であるため写真掲載は控えますが、実習先では主に作業（解体・缶作業・美術）を中心に取り組んでおり、光

の園と大きな違いはありませんでした。しかし、施設ごとに“色”があり、美術活動ではプロの指導者が関わっている

など、特徴の違いが見られました。 

医療ケアに特化した班もありましたが、班の垣根が低く、利用者が一体的に過ごしている印象も受けました。 

こうした施設ごとの違いに触れることは、利用者が自分に合った環境を選べる可能性につながる点でも、非常に

意義があると感じられました。 

古家野 


